
このカレンダーの収益金の一部は「緑の募金」
として、国内外の森林づくりに活用され、地球
温暖化防止に役立てられています。

　近年、環境への取組は企業が存続するために必要不可欠な条

件のひとつとなってきています。そして、エココンシューマー

(環境に関心が高く、エコ商品を進んで購入する人々 )が年々増え

ている中でより明確な環境への活動が必要とされてきています。

　昨年に引き続き「卓上カレンダー」という年間を通して利用さ

れる商品に国土緑化推進機構とコラボレーションを行い、

「緑の募金｣＋名入れエコカレンダーを企画致しま
した。

　お客様よりご購入を頂きました金額の５％と弊社からも同

額の5％の合計10%をマッチング募金致します。

　社会貢献活動の一環として皆様と共同募金という形で緑豊

かな自然を後世に残せればと願っております。

Aタイプ

【表紙】 フレーム付イメージ

グリーンベアというキャラクターが、「失われゆく生物多様性」をテーマに、
多くの生き物に出逢う旅を毎月紹介するかわいいカレンダーです。

Bタイプ 毎月、環境へのテーマを一つひとつ紐解くことで、環境への理解を深めていただける
カレンダーです。

【表紙】 フレーム付イメージ

月ごとに配色が変わり、季節の移ろいを感じていただけます 

答えがカバーに隠れる部分に入っています 環境をテーマにした問題を記載しています

● カバーサイズ：178×132 m/m

●申込締切日　2009年10月20日　●納品予定日　2009年11月20日頃
　※専用申込書にご記入頂きます。

用　紙 カバー　　 ： OKエルカード+　36kg（FSC森林認証紙）
 　　　　　　
 カレンダー ： ニュー Vマット　135kg（FSC森林認証紙）
 封筒　　　 ： ニュー Vマット　  70kg（FSC森林認証紙）

印　刷  ： カバー 1色　名入れ（黒文字）
 　※社名と電話番号のみ印刷可
 　※緑の募金マークは台紙に印刷済
封　筒  ： 専用封筒が付きます（カレンダー本体と同数）
 　※封筒にカレンダーはセットされていません

※デザインは制作中のもので、一部変更になる場合がございます。ご了承ください。

「失われゆく生物多様性」についての
メッセージが入っています。
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生き物の力を
借りてきた

風邪をひいたら風邪薬を飲みますが、中に「生薬配合」というものがあります。生薬とは、植物・動物・鉱物など自然に存
在するものを原料とした薬。例えば、風邪薬の「葛根湯」は、植物の葛の根を原料としています。昔から人は自然の力を
借りてきたのです。生物多様性を守ることは私たちにも深く関係していることなのです。
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森を破壊する
チョコレートから、
守るチョコレートへ

甘くておいしいチョコレートの原料であるカカオ豆。その栽培のために森林が伐採され、現地の生態系が破壊されてきま
した。現在、森林と共存したカカオ栽培や、生物多様性を守り持続可能な方法で生産したという認証を受けたカカオの
みを使ったチョコレート生産などの取り組みが始まっています。「持続可能」がお菓子選びのキーワードになる？
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ミツバチは働き者

花の蜜を集め、ハチミツを作るミツバチですが、最近はそれ以外でも大活躍。野生の蜂やアブなど受粉してくれる虫が少
なくなったため、農家で果樹や野菜の受粉に養蜂された蜂が使われます。蜂の出番は増えましたが、いろんな昆虫が
減ったことは寂しいですね。生態系というつながりの中ではそれぞれの生き物が重要な役割を果たしているのですね。
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桜の咲く日が
早くなった

桜の花は秋冬の寒さにさらされ、春の気温上昇で花を開きます。地球温暖化の影響で平均気温が100年で1℃上昇し
た日本では、この50年の間に桜の花の開花時期は4.2日早くなりました。一方、桜の開花には冬の寒さも重要で、近年
では、冬の気温の上昇で桜の開花が南で遅れたり、咲いた後も満開にならなかったりという現象が起こっています。
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タンポポどっち？

タンポポには、古くから日本に成育していた在来種と、海外から持ち込まれた外来種があります。在来種は虫が花粉を運
ばないと種が出来ないため、自然が失われると外来種が増えます。地域のタンポポを調査することで、環境の変化を知る
ことができます。身近な自然の変化に目を向けてみるのも、立派な行動のひとつです。
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恵みの雨？

生き物にとって恵みとなるはずの雨ですが、現在、森を衰退させ、川や湖沼に住む生き物にダメージを与える雨が問題に
なっています。それは、酸性雨。排気ガスなどに含まれる窒素酸化物が酸性雨の原因物質です。森が枯れ、川や湖から
生き物が消える、そんなことがないように取り組まなくてはなりません。
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関西は
ホタルもせっかち？

夏の夜にピカピカ光るホタル。このホタル、東日本では4秒間隔、西日本では2秒間隔で光っています。100万年前、日本にホタルが
やって来た頃は2秒間隔だったそうですが、東へ広がる途中、高い山脈を越せず長い間山脈にいたホタルたちが、低い気温に動きが
鈍くなり4秒間隔となったそうです。その後、山脈の抜け道を見つけた集団が東へ広がったため、東日本のホタルは4秒間隔なのです。
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ウミガメの帰る
砂浜を残そう

日本では5種類のウミガメが見られ、そのうちアカウミガメ、アオウミガメ、タイマイの3種類が砂浜で産卵をします。しかし、
砂の浸食や人が捨てていくゴミ、産卵を見に集まる人の多さなどで、ウミガメが産卵しやすい砂浜が減っています。ウミガ
メたちのためにも、自然の砂浜を残し、海や海に繋がる川や海岸・砂浜にゴミを捨てないようにしましょう。
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世界で3番目に
古い湖

日本最大の湖、琵琶湖は、400万年の歴史を持つ世界で3番目に古い湖。古代湖と呼ばれ、長く他の水域から隔離さ
れていたため、生き物も独特の進化を遂げました。それが琵琶湖でしか見られない固有種で、その数は10種類にも上ります。
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お刺身が消えるかも？

2008年度のレッドリストでは、1275種類の魚類が絶滅危惧種とされています。その中には人間の乱獲によって数が
減った魚類も含まれています。お寿司やお刺身で大人気のマグロの名前も、絶滅危惧種にあると知っていましたか？      
環境や資源（魚）のことを考え、獲りすぎないよう配慮した魚にはＭＳＣラベルが付けられています。
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里山は
生きものたちの
宝庫

人が適切に手入れした里山は、湿地や水辺、地面にも陽射しが届く雑木林、草原など色々な動植物が暮らすのに適し
た環境がひとかたまりになった場所。植物はもちろん、メダカや昆虫、小鳥など色々な生き物に出会えます。
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サンタクロースは
トナカイのそりに
乗れなくなる？

温暖化で冬に雨が降るようになった北欧。雪と異なり、雨は地面で凍り付いてしまいます。それまで雪を掘って地面の苔
を食べていたトナカイたちは、氷を割れず苔が食べられなくなり、放牧が難しくなっています。放牧のために渡る川の氷も
薄くなり、命がけとなります。サンタクロースがいつまでもトナカイのそりに乗れるように、出来ることからはじめましょう。
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仕　様

価　格

地球温暖化の危機が叫ばれる昨今、

気温や海面の上昇といった現象に注

目が集まりがちですが、実は「温暖化

によって生物多様性が失われるこ

と」も私たちの暮らしに深刻な影響

を及ぼしています。地球上にはさま

ざまな生物がつながりあって暮らし

ており、その恵みに支えられている

のです。このカレンダーを通じて「失

われゆく生物多様性」について考え

てみてはいかがでしょうか。

※最小ロットは100部で、100部単位にて承ります。    ※一ヶ所、一括納品とさせていただきます。
※名入れ不要の場合は200冊まで販売単価300円となります。   ※13枚（表紙＋中味12枚）／セットとなります。
※1,000部以上は別途ご相談させていただきます。    ※上記金額は税金は含まれておりません。

販売単価

販売金額

部数 1 0 0部

¥ 4 5 0

¥45,000

2 0 0部

¥ 3 6 0

¥72,000

3 0 0部

¥ 3 0 0

¥90,000

5 0 0部

¥ 2 8 0

¥140,000

1 , 0 0 0 部

¥ 2 5 0

¥250,000


